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日時

小学生以上小学生以上小学生以上
※体験テーマ教室には

年齢制限あり対象 弘前駅

弘前バスターミナル
（イトーヨーカドー）
弘前バスターミナル
（イトーヨーカドー）

弘前総合
医療センター

弘
南
鉄
道
大
鰐
線

弘前大学前弘前大学前

弘大農学生命科学部前弘大農学生命科学部前

弘前市役所

岩木川

土
淵
川

弘前公園

中央弘前駅

弘前学院大前駅

文京町キャンパス
●大学本部
●理工学部
●人文社会科学部

●教育学部
●農学生命科学部

本町地区
●医学部
●附属病院

会場 弘前大学理工
学部ひろ さき だい がく り こう がく ぶ

弘前大学理工
学部ひろ さき だい がく り こう がく ぶ

弘前大学理工
学部ひろ さき だい がく り こう がく ぶ
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たの
がくか

駐車スペースがございませんので、お車での
来場はご遠慮ください。

入場無料
じょうにゅう

りょうむ

光
ひかり

の不
ふ

思
し

議
ぎ

を感
かん

じてみよう
みなさんの身

み

の回
まわ

りに満
み

ちあふれている「光
ひかり

」ですが、じつは不
ふ

思
し

議
ぎ

な
性
せい

質
しつ

をたくさん隠
かく

し持
も

っています。今
こん

回
かい

はそのなかから、偏
へん

光
こう

・蛍
けい

光
こう

な
どの不

ふ

思
し

議
ぎ

を体
たい

験
けん

してもらいます。併
あわ

せて、それらの様
さま

々
ざま

な応
おう

用
よう

もパネ
ル展

てん

示
じ

します。 ◆岡・陳研究室

理工１号館２階　第１講義室

体
たい

験
けん

テーマ教
きょう

室
しつ

はウラ面
めん

にあります。

石
いし

を切
き

ってみよう・磨
みが

いてみよう
岩
がん

石
せき

カッターで岩
がん

石
せき

を切
せつ

断
だん

し、断
だん

面
めん

を磨
みが

いて観
かん

察
さつ

してみましょう。岩
がん

石
せき

や化
か

石
せき

を自
じ

分
ぶん

で磨
みが

いてみることもできます。切
せつ

断
だん

してほしい岩
がん

石
せき

の持
も

ち
込
こ

みも受
う

け付
つ

けます。

 ◆折橋・佐々木研究室

理工１号館１階　124号室

弘
ひろ

前
さき

城
じょう

曳
ひき

屋
や

の記
き

録
ろく

2015年
ねん

の夏
なつ

に行
おこな

われた弘
ひろ

前
さき

城
じょう

の曳
ひき

屋
や

の
進
しん

行
こう

状
じょう

況
きょう

をドローン搭
とう

載
さい

のR
ラ ズ ベ リ ー パ イ

aspberryPi
カメラで映

えい

像
ぞう

記
き

録
ろく

としてとらえた。動
どう

画
が

と静
せい

止
し

画
が

で弘
ひろ

前
さき

城
じょう

の曳
ひき

屋
や

の様
よう

子
す

を紹
しょう

介
かい

い
たします。
 ◆渡邊研究室

理工１号館１階　玄関ホール

白
しら

神
かみ

自
し

然
ぜん

観
かん

察
さつ

園
えん

の野
や

生
せい

動
どう

物
ぶつ

たち
白
しら

神
かみ

山
さん

地
ち

の自
し

然
ぜん

遺
い

産
さん

地
ち

域
いき

の近
ちか

くにある
白
しら

神
かみ

自
し

然
ぜん

観
かん

察
さつ

園
えん

に生
せい

息
そく

している野
や

生
せい

動
どう

物
ぶつ

の通
とお

りすがりの自
し

然
ぜん

な姿
すがた

を見
み

てみま
せんか。

 ◆渡邊研究室

理工１号館１階　玄関ホール

あなたの力
ちから

を見
み

える化
か

するセンサシステム
あなたの頑

がん

張
ば

りはちゃんと他
ほか

の人
ひと

に伝
つた

わっているで
しょうか？本

ほん

研
けん

究
きゅう

室
しつ

では身
からだ

体にかかる負
ふ

荷
か

や、筋
きん

肉
にく

の活
かつ

動
どう

を「見
み

える化
か

」するセンサを開
かい

発
はつ

しています。
このセンサを使

つか

ったゲームを通
とお

してどのように筋
きん

肉
にく

が使
つか

われているか調
しら

べてみましょう。 ◆藤﨑研究室

理工１号館１階　105号室

心
しん

臓
ぞう

の仕
し

事
ごと

を体
たい

感
かん

してみよう
体
からだ

のすみずみに血
けつ

液
えき

を送
おく

り続
つづ

けている心
しん

臓
ぞう

。そこから出
で

てくる音
おと

に含
ふく

まれ
る「色

いろ

々
いろ

な音
おと

」を見
み

える化
か

します。心
しん

臓
ぞう

の音
おと

に耳
みみ

を傾
かたむ

け、その「動
どうさ

作」を
感
かん

じるとともに、手
て

を動
うご

かして心
しん

臓
ぞう

の「仕
し

事
ごと

」を体
たい

感
かん

しましょう。
 ◆矢野研究室

理工１号館２階　260号室

医
い

療
りょう

を支
ささ

える“見
み

えない力
ちから

”生
せい

体
たい

計
けい

測
そく

を体
たい

験
けん

しよう
生
せい

体
たい

内
ない

で起
お

きる“見
み

えない力
ちから

”を見
み

える化
か

しましょう！臓
ぞう

器
き

モデルの展
てん

示
じ

や触
しょく

診
しん

センサ、カテーテル体
たい

験
けん

をおこないます！

 ◆森脇研究室・斉藤研究室（医学部　脳神経外科）

理工１号館３階　305号室

太
たい

陽
よう

電
でん

池
ち

を作
つく

ってみよう！
光
ひかり

から電
でん

気
き

エネルギーを取
と

り出
だ

す太
たい

陽
よう

電
でん

池
ち

は様
さま

々
ざま

なところで使
つか

われてい
ます。色

しき

素
そ

が吸
す

った光
ひかり

エネルギーを電
でん

気
き

エネルギーに変
か

える、簡
かん

単
たん

な色
しき

素
そ

増
ぞう

感
かん

太
たい

陽
よう

電
でん

池
ち

をつくります。（体
たいけん

験できる人
にんずう

数が限
かぎ

られているため、先
せん

着
ちゃく

順
じゅん

です。遅
おそ

い時
じ

間
かん

では体
たい

験
けん

できない可
か

能
のう

性
せい

があります。） ◆渡邊研究室

理工１号館３階　326号室

ブラックホールと一
いっ

緒
しょ

に写
しゃ

真
しん

を撮
と

ろう！
ブラックホールと一

いっ

緒
しょ

にデジカメで写
しゃ

真
しん

を撮
と

ります。写
しゃ

真
しん

または画
が

像
ぞう

ファイ
ルをお土

みやげ

産としてお渡
わた

しします。

 ◆高橋研究室

理工１号館４階　435号室

宇
う

宙
ちゅう

から見
み

た青
あお

森
もり

県
けん

と地
ち

球
きゅう

の不
ふ

思
し

議
ぎ

な場
ば

所
しょ

人
じん

工
こう

衛
えい

星
せい

から見
み

た青
あお

森
もり

県
けん

の詳
しょう

細
さい

な画
が

像
ぞう

と３
スリー

D
ディー

画
が

像
ぞう

を紹
しょう

介
かい

します。また宇
う

宙
ちゅう

から見
み

える不
ふ

思
し

議
ぎ

な
地
ち

形
けい

をG
グーグル

oogle E
アース

arthを使
つか

って眺
なが

めてみます。

 ◆渡邊研究室

理工１号館４階　458号室

フーコー振
ふ

り子
こ

弘
ひろ

前
さき

大
だい

学
がく

理
り

工
こう

学
がく

部
ぶ

には日
に

本
ほん

一
いち

の長
なが

さを誇
ほこ

る振
ふ

り子
こ

が設
せっ

置
ち

されています。
地
ち

球
きゅう

の自
じ

転
てん

を証
しょう

明
めい

したフーコーの振
ふ

り子
こ

を実
じっ

際
さい

に体
たい

験
けん

してみましょう。

 ◆数物科学科チームフーコー

理工２号館１階　玄関ホール

南
なん

極
きょく

より冷
ひ

やすとどうなるの？
南
なん

極
きょく

ではー
マイナス

90℃
ど

にもなる寒
さむ

い環
かん

境
きょう

ですが、科
か

学
がく

ではもっと寒
さむ

い環
かん

境
きょう

も考
かんが

えます。ー
マイナス

196℃
ど

の液
えき

体
たい

窒
ちっ

素
そ

を使
つか

って、色
いろ

々
いろ

なものを冷
ひ

やしてみましょ
う。（液

えき

体
たい

窒
ちっ

素
そ

が無
な

くなり次
し

第
だい

終
しゅう

了
りょう

します。遅
おそ

い時
じ

間
かん

では体
たい

験
けん

できない可
か

能
のう

性
せい

があります。） ◆増田研究室

理工２号館１階　0103号室「物理科学実験室」

渦
うず

輪
わ

で的
まと

を撃
う

ち抜
ぬ

こう！
空
くう

気
き

砲
ほう

と言
い

われる穴
あな

が空
あ

いた箱
はこ

を叩
たた

いて気
き

体
たい

を押
お

し出
だ

すと、渦
うず

輪
わ

と呼
よ

ばれる空
くう

気
き

のか
たまりが飛

と

びでます。この渦
うず

輪
わ

を用
もち

いた射
しゃ

的
てき

に挑
ちょう

戦
せん

してみよう！ ◆鳥飼研究室

理工２号館２階　第11講義室

さわってみよう、かずとかたち
数
かず

や形
かたち

、パターンを題
だい

材
ざい

とした体
たい

験
けん

型
がた

の
“数
すう

理
り

科
か

学
がく

遊
ゆう

園
えん

地
ち

”です。折
お

り紙
がみ

で立
りっ

体
たい

図
ず

形
けい

の作
さくせい

成、数
すう

字
じ

や図
ず

形
けい

のパズルなどに
チャレンジしてみましょう。今

こ

年
とし

も難
なん

問
もん

を用
よう

意
い

しています！
 ◆数物科学科

理工２号館10階　1010号室

計
けい

算
さん

カードゲームクリプトに挑
ちょう

戦
せん

してみませんか
計
けい

算
さん

カードゲームクリプトは５枚
まい

のカードの数
すう

字
じ

を使
つか

って６枚
まい

目
め

のカードの数
すう

字
じ

を計
けい

算
さん

によって求
もと

めます。何
なん

秒
びょう

で解
と

けるか挑
ちょう

戦
せん

してみませんか。

 ◆渡邊研究室

理工１号館４階　458号室

理工１号館４階　410‒３号室

再
さい

構
こう

成
せい

可
か

能
のう

デバイスによるゲーム
再
さい

構
こう

成
せい

可
か

能
のう

デバイスC
シーピーエルディー

PLDやF
エフピージーエー

PGAを利
り

用
よう

して
設
せっ

計
けい

・製
せい

作
さく

したゲームマシーンなどを動
どう

作
さ

さ
せます。また再

さい

構
こう

成
せい

可
か

能
のう

デバイスの使
つか

い方
かた

を
紹
しょう

介
かい

します。
 ◆一條研究室

シャボン膜
まく

の虹
にじ

色
いろ

カーテンを作
つく

ろう
身
み

の回
まわ

りにある簡
かん

単
たん

な材
ざい

料
りょう

と道
どう

具
ぐ

を使
つか

って、大
おお

きなシャ
ボン膜

まく

のカーテンを作
つく

ります。このカーテンは、シャボ
ン玉

だま

のように虹
にじ

色
いろ

に見
み

えることがあります。流
りゅう

体
たい

が織
お

り
なす美

うつく

しい模
も

様
よう

と、表
ひょう

面
めん

張
ちょう

力
りょく

の不
ふ

思
し

議
ぎ

をみんなで体
たい

験
けん

し
てみましょう。 ◆城田・宮川研究室

理工１号館４階　第７講義室

水
みず

でふくらむ！不
ふ

思
し

議
ぎ

なスライムとゲルの世
せ

界
かい

水
みず

を含
ふく

むプラスチック（高
こう

分
ぶん

子
し

）をゲルと呼
よ

び、化
け

粧
しょう

品
ひん

や紙
かみ

おむつ、コンタクトレンズな
ど、私

わたし

達
たち

の生
せい

活
かつ

の中
なか

で活
かつ

躍
やく

しています。この
ゲル材

ざい

料
りょう

のさまざまな機
き

能
のう

に触
ふ

れてみてくだ
さい！
 ◆呉羽研究室

理工２号館３階　ラウンジ



日時 令和７年10月19日（日）午前10時～午後4時

令和７年10月19日（日）午前10時～午後4時

会場 弘前大学理工
学部

弘前大学理工
学部

対象 高校生以上高校生以上

○必要事項：氏名、フリガナ、学年、年齢、住所、電話番号、
　　　　　  Fax番号（お持ちの方）、電子メールアドレス（お持ちの方）、
　　　　　  希望テーマ(午前の部／午後の部に分かれている場合、希望の部）
○申込締切：９月26日（金）　ハガキの場合は当日消印有効

※応募者多数の場合、抽選となります。
※記入もれのないようにご注意ください。
※参加決定者のみ10月８日（水）までに連絡
　いたします。
※昼食は参加者各自でご用意下さい。

体験テーマ教室申込方法
電子メール、ハガキ、またはファックスにてお申し込み下さい。

※事前申込が必要です。（９月26日金締切）

 参加費・材料費無料りょうざい ひ
かさん ひ

む りょう

けんたい
きょう しつ

入場無料

化
か

石
せき

の模
も

型
けい

をつくってみよう
三
さん

葉
よう

虫
ちゅう

の実
じつ

物
ぶつ

の化
か

石
せき

から、模
も

型
けい

（レプリカ）をつくり、色
いろ

を塗
ぬ

ります。つくった模
も

型
けい

は持
も

ち帰
かえ

ることができます。

参加者限定

事前申込30名（午前10：00～、午後13：30～、各15名。小学生対象）
※低学年（１、２年生）には必ず保護者が同伴してください。
 ◆根本研究室

理工１号館２階　第３講義室 ※要申込

銀
ぎん

色
いろ

にかがやくりんご
ガラスのりんごに銀

ぎん

メッキをほどこして、「銀
ぎん

色
いろ

にかがやくりんご」を作
つく

りましょう。鏡
かがみ

を作
つく

るときに用
もち

いられる「銀
ぎん

鏡
きょう

反
はん

応
のう

」が体
たい

験
けん

できるよ！

参加者限定

事前申込30名
（午前の部10：00～12：00、午後の部13：00～16：00、30分ごとに各３名。小学３年生以上対象）
※ 「午前の部」か「午後の部」を選択してください。詳細の時間はこちらで指定させていただきます。

 ◆教育研究支援室

理工１号館３階　301号室「基礎化学実験室」

L
レゴ

EGOロボットを作
つく

ろう
L

レゴ

EGOブロックで組
く

み立
た

てたロボットにパソコンで作
つく

ったプログラムを読
よ

み込
こ

ませて、自
じ

分
ぶん

の作
つく

ったロ
ボットを動

うご

かしてみよう。

参加者限定

事前申込36名
（午前の部10：00～13：00、午後の部13：00～16：00、１時間ごとに各６名。小学生、中学生対象）
※「午前の部」か「午後の部」を選択してください。詳細の時間はこちらで指定させていただきます。
※定員に満たない場合、飛び入り参加可能です。
 ◆佐川・大竹・王研究室

理工１号館４階　第８講義室

〒036-8561
青森県弘前市文京町３番地　弘前大学理工学研究科　総務グループ　総務担当

■ E-mail：science@hirosaki-u.ac.jp　■ Fax：0172-39-3513
申し込み先

※要申込

※要申込

申し込み不要で
体験できる展示
もあります！

理工１号館　112号室

未来の電子デバイス技術に触れてみよう
次世代電子デバイスに応用される新材料や微細加工技術を紹介します。
透明な導電材料や伸縮自在な電子回路に触れてみましょう。写真の原理
を用いた微細回路の作製過程や、微細な導電経路も観察できます。また、
ICチップの発熱シミュレーションや、AIチャットボットにも触れてみま
しょう。
 ◆笹川・三浦研究室

理工１号館　119号室

触覚センサデ　デキルコト 
私たちの研究室では、薄くて柔らかい触覚センサを独自開発しています。
本展示では触覚センサを使い、普段は目に見えない、物体のざらざら感
や頬のもちもち感を、VRゴーグルを用いて見ることができます！さら
に、触覚センサで操作できるリモコンカーも準備しています！最先端の
触覚センシング技術を、ぜひ体験してみましょう！
 ◆笹川・三浦研究室

理工１号館２階　211号室

炭素原子シートを目でみよう！
人は原子のようなミクロな世界を直接に見ることが出来ません。しかし、
炭素の原子１層からなるグラフェンは、その優れた性質により、我々の
目で直接に観察することが出来ます。本企画ではこの不思議な現象を体
験してもらいます。また、グラフェンを用いた次世代太陽電池も展示し
ます。 ◆任研究室

理工１号館４階　401号室

パケットを見てみよう
コンピュータどうしの通信で使われる「パケット」にはどんなことがど
のように書かれているのか、通信用プログラムを動かしながら眺めてみ
ましょう。

 ◆成田研究室

理工１号館４階　424-1号室

小さな世界のコンピューターシミュレーション
原子・分子・生体高分子を対象としたコンピューターシミュレーション
について紹介・展示します。

 ◆岡崎研究室

理工１号館４階　459号室

半導体集積回路、組込みシステム、
メタマテリアルについて
半導体集積回路、組込みシステム、メタマテリアルに関して、展示と大
学院生による最近の研究成果の説明を行います。
 ◆金本・朝田研究室

理工２号館５階　ラウンジ

追跡！界面活性剤分子達がつくる闇の組織
洗剤や医薬品、化粧品などに利用される界面活性剤
分子は、実は水の中でひっそりと集まって様々な闇
の組織（ミセル・液晶）を作っています。こっそり
と闇の組織の仕事を覗いてみましょう。
 ◆鷺坂研究室


